理由書（参考例⑤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成○年○月○日

申請者　住所　岩手県○○○○
氏名又は名称　○○学園　

理事長：○○ ○○　　 eq \o\ac(○,印)

認定こども園の長として適切である理由書

　このことについて、認定こども園の長となる本園の園長は、昭和○年４月１日より、園長を務め現在に至っておりますが、下記とおりの実績があり、教育及び保育並びに子育て支援を総合的に提供する機能を発揮するよう、管理及び運営を行う能力を有し認定こども園の長として適格であると考えます。

記

１　本園の教育目標及び教育課程

　　新幼稚園教育要領を反映した、年間・月・日の計画を園長が先頭となり教職員とともに作成した。園においては、その計画に沿って教育・保育を遂行している。

２　教職員の管理

教職員の職務の状況、能力、適正等を良く把握できるよう、週１回のミーティングの他年２回教職員へのヒアリングを実施し適切な指導と、助言を与えている。

３　諸法規通知等の遵守

　　教職員にも通知を回覧するとともに、その内容を噛み砕いて説明する等周知徹底を図り、幼稚園の適切な管理・運営を徹底している。

４　園の安全管理等について

①園児の登園や降園時に、保護者へ園での園児の様子を伝える挨拶運動を実施している。

②文部科学省の危機管理マニュアルを参考にしマニュアルを作成。園長を中心に全教職員に対して指導及び徹底をしている。

③非常事態が発生した場合には、電話により迅速に、法人本部事務局、園長携帯への連絡体制を整備していることに加え、園長自身が本園まで駆けつけるように体制を整備している。

④会計処理・諸帳簿においても正確に処理、記録、保管するよう指導し、目を通している。

⑤四半期に１度、園長と教職員が遊具等施設の整備の点検を行い、管理運営の安全を徹底している。

５　子育て支援事業について

①平成14年度から学校週五日制の導入に伴い、本園独自の子育て支援として、毎月第１・第３・第４土曜日をフリー登園（自主登園）として位置づけ、本園の園庭及び施設を開放し、未就園児の親子・在園児の親子を対象に、本園教諭の指導の下に楽しい企画で、保育を行っている。

②未就園児クラブを開設し、未就園児親子共々、本園教諭の指導の下保育を行っている。

③預かり保育においても、保護者の就労時間を考慮し、また、要望に応じて、平成１６年度から最終時間を午後６時までと30分延長を実施した。

④これまで行っていなかった、早朝預かりについても、無料で午前７時45分から可能とした。
法人にあっては主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名








